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	4.7　 研究開発本部長は、動物実験施設の整備状況、管理状況、およびその施設における実験動物の飼育状況、動物実験の実施状況について自己点検を行うとともに、外部機関による検証を実施する責任を有する。
	4.8　 研究開発本部長は、本条第3項から第7項に定める責務を果たすために、動物実験施設の施設長を任命し施設の運営に当らせる。
	4.9　 研究開発本部長は、動物実験施設の活動状況を総括して評価し、その結果を外部機関による検証結果とともにコーポレートウェブサイト等で外部に公開する。

	第5条 動物実験責任者の責務
	5.1　 動物実験責任者は、実施または外部委託しようとする動物実験計画を実験開始前に施設長に申請し、承認を受ける。いかなる事情であっても、承認を受けていない動物実験を実施してはならない。
	5.2　 動物実験責任者は、動物実験担当者を統括・指導し、動物実験計画に従いかつ動物福祉に配慮して動物実験を実施する。
	5.3　 動物実験責任者は、動物実験計画の実施結果について施設長に報告する。
	5.4　 本条第1項から第3項に定められた動物実験責任者の責務を果たすための具体的な方法は、動物実験施設ごとにその規則あるいは手順の一部として定める。

	第6条 動物実験委員会の構成とその責務
	6.2　 動物実験委員会の運営および事務処理を担う動物実験委員会事務局を各動物実験施設内に設置する。なお、動物実験委員会事務局員は動物実験委員になることはできない。
	6.3　 動物実験委員会は施設長の諮問を受け、動物実験の実施に関わる諸事項を調査・審議して答申するとともに、必要に応じて改善を勧告・助言することを責務とする。具体的な審議事項は施設ごとにその規則あるいは手順の一部として定める。
	6.4　 動物実験委員会は、本条前項に定める諸事項の審議に当たっては本則前文に挙げられた法規、規範および必要に応じてその他関連する法規や規範を参照する。また当該施設における活動が、それらを遵守しかつ科学的合理性、動物福祉、職業安全衛生を保って行われるように評価する。
	6.5　 動物実験委員会は動物実験計画を審議するに当たっては前項に加え下記に従う。 (1)申請された動物実験計画の内容について、科学的合理性、動物福祉、および職業安全衛生の観点より以下の事項を検討し、必要な場合は実験計画の変更を求める。 　①実験目的 　②継代培養細胞・微生物・化学物質等による代替法の可能性 　③用いられる動物の種・系統・遺伝学的品質・微生物学的品質 　④使用動物数 　⑤飼育環境 　⑥動物に無用な苦痛を与えないための処置 　⑦同一の個体に対する複数回大規模生存手術の有無 　⑧実験動...
	6.6　 動物実験委員会の委員長あるいは委員は、自らが実施する動物実験計画および動物実験の結果報告についての審議には加わることはできない。
	6.7　 動物実験施設に動物実験委員会を設置し本条第3項から第6項に定められた責務を果たすための具体的な方法は、動物実験施設ごとにその規則あるいは手順の一部として定める。

	第7条 施設長の責務
	7.1　 施設長は、その統括する動物実験施設の運営責任者である。
	7.2　 施設長は、第4条第8項に基づき、その統括する動物実験施設における動物実験委員会の設置、動物実験計画の承認、動物実験計画の実施結果の把握、教育訓練等の実施、自己点検を行い、その結果を研究開発本部長に年1回以上報告するとともに、外部機関による検証をその機関により定められた頻度で実施する。
	7.3　 施設長は、その統括する動物実験施設の適正な運営・管理に必要な組織体制を、第6条の動物実験委員会にその妥当性の審議を諮問した上で定める。
	7.4　 施設長は、その統括する動物実験施設の設備およびそこで飼育される実験動物の管理責任を担う管理者を任命する。
	7.5　 施設長は、その統括する動物実験施設で飼養される動物の獣医学的管理を担う管理獣医師を任命する。
	7.6　 施設長は、その統括する動物実験施設の運営・管理を行う者および施設を利用する者の業務に関わる安全衛生を確保し、また、これ等の者が実験動物に由来する疾病に罹患することを予防するための措置を講じる。
	7.7　 施設長は、その統括する動物実験施設について、実験動物の適正な飼養と保管ならびに動物実験の適正な実施を行い、また施設外の公衆衛生、生活環境、および生態系の保全に支障を生じないために必要な設備、規則および各種作業手順を整備する。
	7.8　 施設長は動物の不適切な取り扱いを含む、全ての好ましくない事象が速やかに施設長に通報される方法を整備する。その方法は通報者が保護されるものでなければならない。
	7.9　 施設長は、地震、火災等の緊急事態発生時に、実験動物の保護ならびに実験動物の逸走による人への危害等および環境保全上の問題等の発生を防止するための措置を講じる。
	7.10　 施設長は、動物実験の実施を委託する外部委託施設について、本則前文に挙げた関連法規や規範に基づき、動物福祉の観点から動物実験施設と同等以上の水準で動物実験が行なわれていることをあらかじめ確認する。
	7.11　 本条に定められた施設長の責務を果たすための具体的な方法は、施設ごとの規則あるいは手順の一部として定める。

	第8条 管理者の責務
	8.1　 管理者は、実験動物および施設の管理・運営を統括する。
	8.2　 管理者は、動物実験施設の維持管理に当たる者および飼養者を指揮監督し、施設・設備および飼育される実験動物を適切に管理する。
	8.3　 本条第1項に定められた管理者の責務を果たすための具体的な方法は、動物実験施設ごとにその規則または手順の一部として定める。

	第9条 管理獣医師の責務
	9.1　 管理獣医師は、実験動物の獣医学的管理を担う。
	9.2　 管理獣医師は、動物実験施設で飼養される動物の安寧を確保し、動物の受ける苦痛を最小限に留めるよう努める。
	9.3　 本条第1項に定められた管理獣医師の責務を果たすための具体的な方法は、動物実験施設ごとにその規則または手順の一部として定める。

	第10条 実験動物管理者の責務
	10.1　 実験動物管理者は、管理者を補佐し、実験動物の管理を担当する。
	10.2　 実験動物管理者は、実験動物に関わる者への情報提供や飼養する実験動物の数および状態の確認を行う。
	10.3　 本条第1項に定められた実験動物管理者の責務を果たすための具体的な方法は、動物実験施設ごとにその規則または手順の一部として定める。

	第11条 動物実験に関わる者全員の責務
	11.1　 動物実験に関わる者は、動物福祉の精神と動物実験の意義への理解を深めるために施設長が実施する教育訓練等に参加しなければならない。
	11.2　 動物実験に関わる者は、対象動物種の生理・生態・習性等を十分に理解した上でそれぞれの担当する作業を行う。
	11.3　 動物実験に関わる者は、実験動物を殺処分する場合は動物福祉の立場から実験動物の不安や苦痛を極力軽減した方法で行う。また、実験動物の死体等は公衆衛生に配慮した方法で処理し、環境汚染を防ぐ。
	11.4　 動物実験に関わる者は、施設長が開催する実験動物を追悼する集会に可能な限り参加し、生命の尊さに思いを至らせ実験動物に対する感謝の気持ちを新たにする。

	第12条 動物実験施設における動物実験の安全管理上の配慮
	12.1　 物理的・化学的に注意を要する試料、病原体または遺伝子組換え生物等を用いる動物実験を実施する際には、一般的な留意事項のほか関係規則・基準等を遵守して動物実験担当者あるいは飼養者等の安全確保に加え、環境汚染の防止および生態系保全のための十分な措置を講じる。
	12.2　 病原体等を扱う動物実験においては、別に定めるマニュアル等に従う。

	第13条 記録の保管

	付則
	第1条 主管部所
	1.1　 この細則の主管部所は研究イノベーション推進部とする。

	第2条 規程の種類
	2.1　 この規程の種類は細則とする。

	第3条 施行期日
	3.1　 この細則は、2007年4月1日から施行する。



